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老
舗
か
ら
見
た
日
本
文
化
の
良
さ
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日
本
に
来
て
、
生
活
上
「
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
う

ほ
ど
大
き
な
衝
撃
は
中
日
経
済
関
係
研
究
を
専
門

と
す
る
私
に
は
な
い
。
原
因
は
二
つ
あ
る
と
思
う
。

ま
ず
は
こ
こ
三
〇
年
、
改
革
開
放
政
策
に
よ
っ
て
、

中
国
で
も
市
場
経
済
が
発
達
し
て
、
商
品
は
供
給

不
足
か
ら
徐
々
に
供
給
過
剰
に
変
わ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
次
は
中
日
文
化
交
流
、
特
に
人
的

交
流
に
よ
っ
て
、
日
本
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
例

え
ば
、
住
宅
の
玄
関
設
計
、
室
内
の
ス
リ
ッ
パ
使

用
、
刺
身
嗜
好
、
ゴ
ミ
分
別
の
試
み
な
ど
）
も
中

国
に
伝
わ
り
、
一
部
の
都
市
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

生
活
上
の
「
シ
ョ
ッ
ク
」
が
な
く
て
も
、
研
究

上
で
感
じ
た
「
シ
ョ
ッ
ク
」
が
や
は
り
多
々
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
日
本
に
長
寿
企
業（
い
わ
ゆ
る
老
舗
）

が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
は
創
業
一
〇
〇
年

以
上
の
老
舗
が
一
〇
万
社
以
上
説
と
五
万
社
以
上

説
が
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
老
舗
が
多
い
国
は
世
界

で
も
例
が
な
か
ろ
う
。
一
方
、
中
国
に
も
悠
久
の

歴
史
を
持
つ
企
業
は
多
数
あ
っ
た
が
、
度
重
な
る

革
命
運
動
に
よ
っ
て
、
企
業
取
引
、
生
産
加
工
方

法
に
関
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
紛
失
し
、
現
在
の

老
舗
（
中
国
で
は
「
老
字
号
」
と
い
う
）
の
多
く

が
看
板
だ
け
で
、
歴
史
の
連
続
性
が
な
い
。
改
革

開
放
以
来
、
民
営
企
業
の
活
躍
ぶ
り
が
注
目
さ
れ

る
が
、
最
近
の
調
査
で
は
、
中
国
民
営
企
業
の
平

均
寿
命
は
三
年
し
か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
の
寿
命
を
決
め
る
要
因
は
沢
山
あ
る
が
、

私
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
日
本
老
舗
の
長
期

継
続
取
引
と
事
業
継
続
の
背
後
に
あ
る
日
本
の
家

制
度
の
二
点
で
、
い
ず
れ
も
日
本
文
化
の
象
徴
で

あ
る
。
長
期
継
続
取
引
が
成
立
す
る
の
は
、
人
と

人
の
関
係
、
企
業
間
関
係
に
お
い
て
長
期
的
関
係

を
好
む
と
い
う
日
本
の
文
化
的
要
因
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
長
期
継
続
取
引
の
も
と
で
は
顧
客
と
の

信
頼
関
係
が
明
ら
か
に
醸
成
さ
れ
や
す
い
。
そ
の

「
信
頼
」
の
有
無
は
経
済
発
展
と
深
く
関
係
し
て

い
る
こ
と
を
多
く
の
制
度
経
済
学
者
が
指
摘
し
て

い
る
。
つ
ま
り
「
信
頼
」
の
存
在
は
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
役
割
を
す
る
一
方
、「
信
頼
」
の
欠
如

で
余
計
な
取
引
コ
ス
ト
が
嵩
む
の
で
あ
る
。

　

企
業
が
長
く
存
続
で
き
た
の
は
取
引
先
・
顧
客

と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
す
る
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
根
底
に
は
日
本
の
伝
統
的
家
制
度
が
あ

る
と
思
う
。
多
く
の
老
舗
は
同
族
経
営
な
が
ら
、

純
血
主
義
に
固
執
せ
ず
、
よ
そ
か
ら
優
れ
た
人
材

を
取
り
入
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
老

舗
で
息
子
が
有
能
で
な
け
れ
ば
、
若
隠
居
を
さ
せ
、

養
子
を
迎
え
入
れ
、
優
秀
な
他
人
の
血
を
入
れ
る

こ
と
で
、
企
業
の
永
続
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
家
制
度
は
血
縁
を
重
視
す
る
中
国
よ
り
も
よ
り

開
放
的
で
あ
る
。
知
人
に
上
海
で
ア
パ
レ
ル
や
帽

子
に
刺
繍
入
れ
を
す
る
企
業
の
経
営
者
が
い
る
。

彼
が
今
一
番
の
悩
み
は
何
か
と
聞
か
れ
る
と
、
一

人
娘
が
中
央
省
庁
に
勤
め
て
い
る
た
め
、
事
業
継

続
に
悩
ん
で
、
数
年
後
に
企
業
を
売
却
す
る
だ
ろ

う
と
の
回
答
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
や
は
り
日
本
の

よ
う
な
発
想
は
な
か
っ
た
。

　
「
企
業
は
社
会
の
公
器
」
と
い
う
言
い
方
が
あ

る
が
、
企
業
は
一
国
文
化
の
鏡
で
も
あ
る
。
日
本

の
老
舗
を
す
べ
て
肯
定
的
に
捉
え
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
老
舗
が
存
続
す
る
こ
と
自
体
、
日
本
の
文

化
は
企
業
成
長
に
有
利
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

つ
い
最
近
ま
で
、
日
本
文
化
を
異
質
の
文
化
と

捉
え
、
米
国
型
文
化
だ
け
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波

に
乗
っ
て
、
世
界
を
席
巻
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、

米
国
発
の
金
融
危
機
に
よ
っ
て
、
米
国
型
文
化
に

よ
る
米
国
モ
デ
ル
の
危
な
っ
か
し
さ
を
如
実
に
示

し
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
今
一
度
日

本
文
化
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

企
業
存
続
に
関
わ
る
日
本
文
化
は
決
し
て
上
に

触
れ
た
二
点
だ
け
で
は
な
い
。
愛
社
精
神
、
現
場

重
視
、
技
能
伝
承
、
仕
事
の
融
通
、
新
技
術
・
新

知
識
へ
の
追
求
、
職
人
に
対
す
る
尊
重
、
旺
盛
な

学
習
意
欲
な
ど
、
い
ず
れ
も
企
業
の
成
長
に
働
く
。

　

人
の
個
性
を
謳
う
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

と
い
う
歌
が
あ
る
。
各
国
の
文
化
も
同
じ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
こ
の
世
界
に
お
け
る
か
け
が
え
の
な
い

尊
い
存
在
で
あ
る
。
日
本
人
よ
、
自
国
の
文
化
を

大
い
に
誇
れ
。
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